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研究背景

今後の展開

○コイル塞栓術（血管内治療）

大腿部の動脈から血管内治療デバイス（ガイドワイヤー・カ
テーテル・コイル）を挿入し治療する方法．コイルを脳動脈
瘤に詰め血栓化させ破裂を防ぐ

実験装置・手法

○血管内治療の問題点
血管損傷．血管内治療デバイスが血管壁に強く接触し発生

○血管内治療デバイスの挙動の調査
模擬血管内のガイドワイヤー先端の挙動の計測

○実験装置
ステレオカメラ（カメラ2台）
模擬血管（アクリル製）
デバイス挿入装置（ガイドワイヤー前進後退）

○実験方法
デバイス挿入装置で模擬血管にガイドワイヤーを挿入し，
ガイドワイヤー先端をステレオ画像計測

○現在の実験装置の欠点
手術中に行うガイドワイヤーの回転操作を評価できない

○ガイドワイヤーの回転操作が可能な装置の作製

手術中に行うガイドワイヤーの前進後退・回転を再現する
装置を作製する．マイコンを利用しモータを制御することで
実現させる

○まだ現実的ではありませんが…
デバイス挿入装置 + ロボット工学

手術ロボットに改良，血管内治療の自動化

ガイドワイヤー回転機構
動力源はモータ．
ローラーでガイドワイヤーを支持．
歯車でモータの回転をガイドワイヤーの回転に変換．

ガイドワイヤー前進後退機構
動力源はモータ．
ねじ歯車でモータの回転をローラーの回転に変換．
ローラーでガイドワイヤーに力を伝達．

機構

血管内治療デバイスの安全な操作方法
を工学的観点から提案すること
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実験装置・手法

デバイス操作量

マイコン

回転操作が可能な装置

モータ
モータ

（回転用） （前進
後退用）

ガイドワイヤー前進後退機構

歯車

ローラー

ガイドワイヤー回転機構

ローラー

歯車

前進後退・
回転

ガイド
ワイヤー

装置の構成

Brain Aneurysm 脳動脈瘤治療のいま
http://www.brainaneurysm.jp/treatment/

国立循環器病研究センター
循環器病情報サービス
http://www.ncvc.go.jp/cvdinfo

/pamphlet/brain/pamph56.html

カテーテル
（長さ：150 cm，
先端内径：0.42 mm）

ガイドワイヤー
（長さ：180 cm，
外径：0.28 mm）

コイル塞栓術


